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第１章 市民健康の森とは 

  市民健康の森事業は平成５年５月に策定された「川崎新時代２０１０プラン」の中期計

画に位置づけられ、平成９年３月「川崎健康都市宣言」を記念して「市民健康の森構想」

が発表されスタートした。 

 

１．事業の目的 

 身近に実感できる緑の保全・回復と創出によって緑の中で市民が語らい、憩う「ひろば」

としての森をつくることで、都市環境の改善に寄与し、市民と行政のパートナーシップを構

築し、また区役所の機能を強化することである。 

 

２．事業実践に当たっての前提条件 

（１）地域特性を生かしたものとする。 （４）既往の計画と重複しないものとする。 

（２）用地の新規購入は行わない。   （５）市民推進組織を立ち上げる。 

（３）各区に１ケ所だけ整備する。   （６）既存の区づくり白書との整合を図る。 

 

３．市民健康の森の基本理念 

（１）緑の保全・回復と創出によって市民の憩いの場となる森づくり。 

（２）森づくりは市民と行政のパートナーシップで進める。 

（３）新しい地域コミュニテイの構築、再生を目指す。 

 

４．市民健康の森設立までの経緯 

 平成 10 年から各行政区で事業を開始した。初年度は３区（中原区、宮前区、麻生区）、 平

成 11 年度には４区（川崎区、幸区、高津区、多摩区）の市民健康の森構想検討委員会を立

ち上げた。 

構想検討委員会は各区役所が選定した団体の推薦を受けた委員、公園や建設などの行政委

員、公募により募集した委員で構成され、委員数は各区によって異なるが 10 名から 40 名で

組織された。いずれの区の検討委員会も候補地の選定に苦慮し時間を費した（麻生区だけは

行政が初めから場所を指定しモデル事業としてスタートした）。 

候補地が決定した後は、森づくりの基本コンセプト等の検討が行われ、さらに市民主体に

よる発表会を開催し、各区長に基本構想を提案した。次に実際に森づくりを推進する推進委

員会を立ち上げ、推進計画を策定し各区長に提言した。 

さらに、森を育てる準備会を結成し、市民健康の森設立に向けて森づくりを開始した。 

 

５．各区市民健康の森設立後の活動 

設立時期は各区それぞれ異なるが、各区とも森づくりの基本コンセプト、地域特性、管理

面積等の違いがあり、独自の森づくり、管理、各種イベントの開催を行っている。本来の目

的である都市環境の改善、地域コミュニテイの構築と再生に寄与してきた。 
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各区の活動の情報交換、勉強会を兼ねて平成 14 年１月より、２ケ月に１度の７区の交流

会がスタートし現在まで続いている。また、平成１3 年９月２日 「川崎市市民健康の森フ

ォーラム」が開催され、展示と説明、パネルディスカッションが行われた。各区においては、

これから推進計画を立てているところもあったが、それぞれのブースに展示された写真や模

型など各区の意気込みを大いに感じ取ることができて、大変有意義なフォーラムであった。 

平成 14 年からは幹事区が持ち回りでこのフォーラムが開催された。平成 16 年２月には

「2004 健康の森フォーラム in 麻生」が麻生区の幹事で麻生市民館において開催された。

その時のテーマは「森の恵みを語ろう」であった。 

 平成 20 年からは、（財）川崎市公園緑地協会主催の「花と緑の交流会」に合流し現在に

至っている。 

         

６．各区市民健康の森の設立（設立時期順、会員数は平成 23 年 10 月３１日現在） 

2004 健康の森フォーラム in 麻生 
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